
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－５－ 

令和５年度（2023 年度） 

北海道教育委員会新採用職員等研修 

～ 最終合格者及びご家族の皆様へ ～ 

  このたびは、北海道行政職員採用試験（教育行政）合格おめでとうございます。 

  これから皆様が就職先を選択するうえで、私たち北海道教育委員会の組織や仕事内容、 

福利厚生等について理解を深めていただくためにパンフレットを同封しますので、参考に

してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校教育局教職員育成課 主任 梅坪 優人 (平成 29年教育行政 A合格) 

○北海道の教育行政を選んだ理由 

元々子どもに教えることが好きなので教員免許も取得し

ていますが、学校現場で指導するよりも、少し俯瞰した立場

で教育に携わりたいと思ったため、事務局職員や学校の事

務職員として勤務する教育行政を選びました。 

○担当業務とそのやりがい 

主に新採用の先生方の研修を担当しています。各教育局

における研修の大元になる要項準則の作成や研修コンテン

ツの提供をしており、実際に研修の状況を視察に行った際

に、自分が作った資料などが使われているのを見たり、どう

使われているのかを聞いたりすると、自分の仕事が形とし

て見えるのでモチベーションになります。 

○採用予定者の皆さんへ 
これからどこの管内でどのような仕事をするのか期待と

不安を感じると思いますが、どの職場であっても皆さんを

温かく迎え入れてくれる先輩や同僚がいます。一緒に仕事

をできることを楽しみに待っています。 

○主な経歴 

H30.4 後志教育局 

R4.4  学校教育局教職員育成課 

 

 

 石狩教育局 主事 泉谷 紗緒里 (平成 29年教育行政 A合格) 

○北海道の教育行政を選んだ理由 
私は大学で幼児教育を学び、教育の重要性や保育士・幼稚

園教諭という仕事の大変さを知りました。そこから行政の立場

から教育現場を支えたいという想いが芽生え、幅広い分野で

貢献できる北海道の教育行政を志望しました。 

○道教委の仕事の魅力（北海道で働くことの魅力） 
幅広い分野で働くことができることが魅力だと思います。

石狩教育局では担当業務以外に、高校総体を応援する動画作

成に携わったり、学校に向けた研修を行ったりと幅広く経験す

ることができています。学校と教育局を経験しましたが、立場

が違えば仕事内容や働き方が変わることを実感しました。 

○異動を経験してみて（係異動も含む） 

異動には不安もあり、最初の数ヶ月は新採用のような気持

ちになりましたが、今は様々な経験ができることに楽しさを感

じています。異動した先々で、人との繋がりが増えていったり、

その土地を楽しんだりできるのも良いところだと思います。 
○主な経歴 

H30.4 中標津高等学校 

R3.12 石狩教育局 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北海道大野農業高等学校 事務職員 岩浪 祐太 (平成 30年教育行政Ａ合格) 

○北海道の教育行政を選んだ理由 

 行政職員の立場から様々な課題を抱える教育現場をより良くした

いという思いがあったからです。少子化が進む時代では教育の重要

性は増していくばかりだと思います。そのような中で行政職員として

教育の充実を目指して仕事に取り組むことができることにやりがい

を感じました。 

○担当業務とそのやりがい 

 主に、実習の生産品収入の集計業務を担当しています。実習や生産

品の販売会を通して地域の方と接することが多く、その際は学校と

地域の連携に携わっていると感じ、教育の支えになっていることにや

りがいを感じます。また、生産品が美味しかったと地域の方々から感

想をいただいたときなどは嬉しく思います。 

○異動を経験してみて（係異動も含む） 

 普通科高校から農業高校への異動だったので、農業高校ならでは

の業務も多く、初めは困惑しましたが、周りの方からのサポートもあ

り、今では対応できる業務の幅が少しずつ広がっていることを実感し

ています。 
  

○主な経歴 

H31.4 上川高等学校 

R5.4  大野農業高等学校 

 

 

 
北海道江別高等学校 事務職員 山口 沙耶 (令和２年教育行政 B合格) 

○北海道の教育行政を選んだ理由 

高校生の時に部活動でマネージャーをしていた際、設備に何かあれ

ば事務にお世話になっていました。関わる中で、生徒の立場からは見え

なかったことが見えるようになり、学校生活を快適に過ごせているのは

日々管理してくれている方々の様々な角度からの支えがあることに気

づきました。そして、私もその立場から教育現場を支えたいと思い教育

行政を選びました。 

○道教委の仕事の魅力（北海道で働くことの魅力） 

学校現場では、子どもたちの学んでいる姿や喜んでいる姿、色々な
表情を直接見ることができます。自分の仕事が、子どもたちの過ごす学
校生活につながっていて目に見えて分かるのがやりがいとなり学校現
場で働く魅力だと思います。 

○余暇の過ごし方  

平日の退勤後は友達と遊んだり、長期休みのお昼には先生方とラン
チに行ったりしています。休日はドライブやツーリングなど充実した休日
を過ごしています。 

○採用予定者の皆さんへ 

 私は、採用されてから楽しく仕事をすることができています。不安な

こともあると思いますが、優しい職員ばかりです。皆さんにお会いでき

るのを楽しみにしています。 

○主な経歴 

R3.4 江別高等学校 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 胆振教育局 主事 才田 夏海 (平成 30年教育行政 B合格) 

○北海道の教育行政を選んだ理由 

 高校在学中、実際に学校で勤務する事務職員の方々を見て、自分も

北海道の教育現場を支える仕事をしたいと思うようになり、専門的に

教育に携わることができる教育行政を志望しました。 

○道教委の仕事の魅力（北海道で働くことの魅力） 

 教育施策の企画立案や事業の実施、教育環境の設備、職員の人事・

給与に関することなど、様々な面から教育現場を支援できるところで

す。勤務場所も本庁や教育局、道立学校など数多くあるので、経験を

積みながら、広い視野を持つことができると思います。 

○余暇の過ごし方  

 休日は、茶道のお稽古に通っています。それ以外の日は、同年代の

職員と遊びに出かけることが多いです。道内各地できれいな景色や

美味しい食べ物を楽しむことでリフレッシュしています。 

○異動を経験してみて（係異動も含む） 
 慣れるまでに少し時間がかかりましたが、新たな人との繋がりや前

の係では触れることがなかった知識を得ることができ、自分自身の成

長や今後のキャリアプランを考えるきっかけになったと感じています。 ○主な経歴 

H31.4 胆振教育局 

 

 

 宗谷教育局 主事 花香 樹 (平成 30年教育行政 B合格) 

○北海道の教育行政を選んだ理由 

 自身が生まれ育った北海道の教育に貢献したい思いが強く、教

育に携わる仕事がしたいと考え、その中で多様な職場がある北海

道の教育行政を選びました。 

○道教委の仕事の魅力（北海道で働くことの魅力） 

 北海道教育委員会では子どもたちの成長を支えるために、学校

等を支援する様々な業務を行っており、子どもたちの成長に貢献し

ているという実感を持つことができます。また、多様な業務に携わ

ることができるうえ、北海道内で人事異動があることから、今まで

に行ったことのない市町村で仕事ができるといった魅力もありま

す。 

○所属の雰囲気（はたらきやすさ） 
 職場の雰囲気は明るく最高です！普段は真剣に仕事に取り組ん

でいますが、上司や先輩の方々とのコミュニケーションがとてもと

りやすく、また、年齢の近い同僚や同期もいるので困った時にはお

互いに相談し助け合いながら仕事に取り組んでいます。 

 

○主な経歴 

H31.4 札幌北高等学校 

R5.1  宗谷教育局 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 十勝教育局 主事 佐伯 くるみ (令和４年教育行政 A合格) 

○北海道の教育行政を選んだ理由 

大学では保育、幼児教育を専攻していましたが、実習を重ねる

中で目の前の子どもだけではなく、幅広い年齢の子どもたちの

力になりたいという思いが強くなり、陰ながら北海道の子どもた

ちの学びを支えられる教育行政の道を選択しました。 

○働く前のイメージと実際に働いて感じたこと 

事務の仕事は単純な作業が主であると思っていましたが、実

際には複雑でよく考えることが求められる内容もあり、学びが多

く、成長できる仕事だと感じています。 

○余暇の過ごし方 
退勤後や休日は、振興局内の友人たちと十勝のご飯や温泉を

楽しんでいます。職場の先輩方とはドライブやバドミントンなどを

させていただき、一人暮らしでも地域の魅力を感じながら充実し

た休みを過ごしています。 

○採用予定者の皆さんへ 

教育行政の業務は幅広く、様々なことを経験できる、なにより

子どもたちの学びを支える魅力的な仕事です。皆さんとお会い

できることを楽しみにしています。 

○主な経歴 

R5.4 十勝教育局 

  

 

 釧路教育局 主事 天神 藍莉 (令和４年教育行政 B合格) 

○北海道の教育行政を選んだ理由 

元々誰かのために働くことや子供が好きだとうこともあり教員とい

う立場からではなく、行政の立場として全ての子供が平等に学ぶこと

ができる環境作りをしていきたいと思い教育行政を選択しました。 

○働く前のイメージと実際に働いて感じたこと 

働く前は公務員の仕事はとても堅く、仕事中は私語禁止やすごく静

かでパソコンのタイピングの音だけが聞こえるくらい静かなイメージ

でしたが、実際に働いてみると笑い声だったり、話している声が聞こえ

たりと和やかな雰囲気だと感じました。 

○所属の雰囲気（はたらきやすさ） 
周りの上司や先輩方がとても優しく、丁寧に教えてくださるのでわ

からないことなども聞きやすく相談しやすい環境だと思います。 

○採用予定者の皆さんへ 
最初は不安な気持ちでいっぱいでしたが、優しくて、幅広い経験を持

った先輩や上司がたくさんいるので安心して業務を進めることができ

ます。皆さんにお会いできることを楽しみにしています。 ○主な経歴 

R5.4 釧路教育局 

  

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 北海道福島商業高等学校 事務職員 武田 康汰 (令和４年教育行政 A合格) 

○北海道の教育行政を選んだ理由 

 教員の父の影響もあり、大学では教職課程を履修していました

が、父の仕事の状況を聞いたこと、大学の部活や就活において大

学の職員にお世話になった経験から教員としてではなく、生徒はも

ちろん、教職員も含め不自由なく学校生活を送れるようサポートを

したいと思い教育行政を選びました。 

○担当業務とそのやりがい 
 主に財務・給与を担当しています。先生方の給与に関わる手当や

旅費の計算、学校生活に必要なものの購入・修繕のため業者と交渉

を行う事もあります。自身と違う職種の方の話を聞けることが勉強

にもなり、とても楽しく感じています。 

○余暇の過ごし方  

 退勤後は、アニメ鑑賞や漫画を読んだり、地元に住んでいる友人

達と通話をしながらゲームをして過ごしています。 

休日は車で函館まで行き、趣味のグッズを集めたり、食べること

が好きなので予め調べていた美味しいものを食べに行っていま

す。天気のいい日には江差など少し遠くまでドライブに行きます。 
  

○主な経歴 

R5.4 福島商業高等学校 

  

 

 北海道夕張高等学校 専門主任主事 井尾 敦 (令和４年教育行政 C合格) 

○北海道の教育行政を選んだ理由 

大学卒業以後、教育という人材育成に長く関わり、保護者、生徒に

対して自分ができる事を考えながら必死に向き合い続け、また校舎

運営を通して経営とは何かを学んできました。そこで得た経験と力を

北海道の教育行政の仕事で発揮したいと考えたため選択しました。 

○所属の雰囲気（はたらきやすさ） 

48 歳の転職オールドルーキーであっても一から懇切丁寧に調べ方

を教えてくれる点や休憩時においては、管理職の方々の経験談、多

彩な内容の雑談で笑いのある明るい職場です。毎日スピーディーに

仕事を進めていく環境を用意してもらっているので残業はほぼなく

定時帰宅できています。 

○採用予定者の皆さんへ 

最終面接で落ちたと思い、実は本庁からの電話連絡で気がつき、

深夜に合格発表を見ました。48 歳になる歳での転職でしたが、私は

今このように良い環境で働いています。年齢関係なく育てようとい

う心意気を感じていますので安心して教育行政の世界に飛び込みま

しょう！ 
 

○主な経歴 

R5.4 夕張高等学校 

   

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 オホーツク教育局 係長 森田 晃史 (令和元年教育行政 C合格) 

○北海道の教育行政を選んだ理由 

 以前は、国家公務員として、東京都内で働いていました。40 歳手前にな

り、地元である北海道で働きたいという思いが強くなったこと、家族から

の後押しもあったため転職しました。前職からもともと教育行政を担当し

ており、未来ある子どもたちのために環境面から支援する仕事にやりがい

を感じていたこともあり志望しました。 

○道教委の仕事の魅力（北海道で働くことの魅力） 

国は予算を獲得し、それを地方公共団体に配分するのが主たる役割で

すが、北海道教育委員会はその予算を元手に、市町村の支援のみならず、

道立学校の運営等を通じて、直接的に教育経営に携われる点が魅力です。

また、北海道という広域な地域性から転勤は必須ですが、その土地により

風土も異なるため、新たな体験ができるということも魅力です。 

○採用予定者の皆さんへ 

 民間企業などから転職される方は環境などの違いに面を喰らう場面も

多々あるかと思いますが、すぐに慣れます。常に従来の業務に問いかけを

しながら、新たな視点で一緒に業務に取り組んでいきましょう。 ○主な経歴 

R2.4 総務政策局施設課 

R4.4 オホーツク教育局 

  

 

 北海道立教育研究所 主任 小長谷 葵 (平成 29年教育行政 C合格) 

○北海道の教育行政を選んだ理由 

大学時代に教育行政を学び、卒業後は専攻とは異なる分野で就職

し、海外及び道外の２つの職場で働きましたが、教育への関心はいつも

どこか心の片隅で持ち続けていたため、これまでの経験を生かして当

事者として関わろうと思い、故郷である北海道の教育行政 C 区分を受

験しました。 

○所属の雰囲気（はたらきやすさ） 

上司への相談や同僚との対話がしやすく、温かい雰囲気がありま

す。また、子どもが急に体調を崩したり、平日の学校行事に参加したり

することが度々ありますが、上司や同僚は家庭の状況に関してよく理

解してくれており、時差出勤、テレワーク、子の看護のための休暇、年次

有給休暇を活用しています。 

○採用予定者の皆さんへ 
 教育を通じて多種多様な業務を経験し、スキルアップできる職場を選

んだことに誤りはなかったと感じています。皆さんと、北海道の教育の

ために、想いを一つにして、一緒に働けることを期待しています。 

 

○主な経歴 

  H30.4 上川教育局 

  R4.4   道立教育研究所 

 

 

 

  

 

 



 

 

大学新卒の初任給 １９６，２００円 

高校新卒の初任給 １６６，６００円 

このほか、期末・勤勉手当（６月、12 月）、寒冷地手当が支給されます。 
また、職員の状況に応じ、通勤手当、住居手当、扶養手当、へき地手当等が支給されます。 

※初任給は、採用前の学歴や職務経歴等を考慮の上、決定します。 

上記初任給の額は、制度改正により変更になる場合があります。 
 
 

１年（１月１日から 12 月 31 日まで）に 20 日間（４月１日採用者は、15 日間）、20 日を限度に翌年に

繰り越すことができます。 

 

本庁・教育局：月曜から金曜日 ８時 45 分～17時 30分 

図書館・美術館：火曜から日曜日（週休日は月曜日のほか所属で決定します。） 

８時 45分～17時 30分 

道 立 学 校：月曜から金曜日 各道立学校で勤務時間を決定します。 

              （１週間 38 時間 45 分、１日７時間 45分） 

 

土日、祝日及び年末年始（12月 29日から１月３日まで） 

※土日、祝日開館している図書館・美術館を除く。 

 

夏季休暇（５日間）、結婚休暇（連続する７日以内）、産前・産後休暇、育児休業（子が３歳になるま

で）、育児短時間勤務制度、忌引休暇などの各種制度があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●給与・勤務条件等

研修制度

 

初任給                                           

年次有給休暇                                        

採用後は、所属での新採用職員の受入研修をはじめ、新採用職員が一同に集まり公務員としての自覚と責任を確立

するとともに、教育行政全体の理解を深め、職務に必要となる基礎知識や態度を習得する「新採用職員研修」を受講

します。その後は、各ステージに応じた「階層別研修」などを通じて、職員としてステップアップできる環境となっ

ています。 

令和５年度の主な研修内容 

・教育行政職員に期待すること     ・公務員倫理と服務制度  

・教育委員会の組織と仕組み      ・北海道の教育施策  

・障がいのある方へのよりよい対応   ・会計・旅費・給与・文書事務 

・道立学校の実態           ・メンタルヘルス 

・ビジネスマナーとコミュニケーション ・キャリアビジョン    

・先輩職員との交流          ・効率的な仕事の進め方 

・ワークライフバランス        ・情報セキュリティ など     

所属や職種にかかわらず、全ての新採

用職員を対象にした研修です。 

研修では教育委員会の仕組みや公務 

員倫理、事務職員に期待することなど、 

教育行政職員としての意識や心構えを

学ぶほか、給与や旅費制度などの実務研

修を行います。 

 

新採用職員研修（採用初年度）                                

階層別研修                                            

「若手職員の重点育成」や「組織の中核職員の能力向上」、「組織のリーダー養成」など各カテゴリーの職責に応 

じた職務に必要な知識、技能を習得するための研修を行っています。 

 

新採用職員が少しでも早く職場環境等に適応し、能力を十分に発揮できるよう、新採用職員が配属された各 

所属で受入研修を行い、新採用職員のサポートを行っています。 

●研修制度 

 

新採用職員受入研修（採用時）                                

休日                                           

勤務時間                                         

その他                                          

〒060-8544 北海道札幌市中央区北３条西７丁目 北海道庁別館７階 

 北海道教育庁総務政策局総務課人事係 

  電話：011-204-5703 FAX：011-232-1058 電子メール：kyoiku.somu1@pref.hokkaido.lg.jp 

●問合せ先 
採用に関し、困り事や相談したい事がある場合、何でもお気軽にご連絡ください。 


